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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者によって操作される操作手段と、
　前記操作手段の操作が所定期間行われていないか否かを判別する操作状態判別手段と、
　前記操作が所定期間行われていないと判別された場合、電源を遮断する電源遮断手段と
を備えた画像再生装置において、
　前記操作手段を操作することなく記録されている画像を自動的に順次再生する自動再生
状態または前記操作手段を操作することで記録されている画像を順次再生する手動再生状
態のいずれかでスライドショー再生するスライドショー再生手段と、
　前記手動再生状態にてスライドショー再生される場合には、前記操作状態判別手段およ
び前記電源遮断手段を動作させるように制御するとともに、前記自動再生状態にてスライ
ドショー再生される場合には、前記操作状態判別手段および前記電源遮断手段を動作させ
ないように制御する制御手段とを備えたことを特徴とする画像再生装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、画像再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、静止画像を再生する画像再生装置や画像撮像再生装置の中には、一定時間、利用者
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の操作が加えられない場合、自動的に装置の電源を切ったり、あるいは再生用のモニタの
電源だけを切ったりする機能を有するものがあった。
【０００３】
実際に利用者が電源を切るのを忘れて装置を放置してしまった場合、無駄に電力が消費さ
れてしまうことを防止するこの機能は利用者にとって有益な機能であった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の画像再生装置や画像撮像再生装置では、以下に掲げる問題があ
り、その改善が要望されていた。すなわち、このような画像再生装置や画像撮像再生装置
は静止画像の自動再生機能を有しており、自動再生の実行中、利用者は自動再生を一時停
止するといった操作、あるいは中止するといった操作以外、装置に対して操作を加えるこ
とがなかった。
【０００５】
したがって、自動再生中に一定時間、操作が加えられないことにより、利用者が実際に自
動再生された画像を見ているにもかかわらず、電源が切れてしまうという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、スライドショー再生する際、利用者が一定時間、操作せずに自動再
生された画像を見ている時に電源が切れてしまう不具合を解消することができる画像再生
装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の画像再生装置は、利用者によって操作される操作
手段と、前記操作手段の操作が所定期間行われていないか否かを判別する操作状態判別手
段と、前記操作が所定期間行われていないと判別された場合、電源を遮断する電源遮断手
段とを備えた画像再生装置において、前記操作手段を操作することなく記録されている画
像を自動的に順次再生する自動再生状態または前記操作手段を操作することで記録されて
いる画像を順次再生する手動再生状態のいずれかでスライドショー再生するスライドショ
ー再生手段と、前記手動再生状態にてスライドショー再生される場合には、前記操作状態
判別手段および前記電源遮断手段を動作させるように制御するとともに、前記自動再生状
態にてスライドショー再生される場合には、前記操作状態判別手段および前記電源遮断手
段を動作させないように制御する制御手段とを備えたことを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
　本発明の画像再生装置の実施の形態について説明する。本実施形態の画像再生装置は電
子カメラに適用される。図１は実施の形態における電子カメラの構成を示すブロック図で
ある。図において、１００は画像処理装置である。１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を
有するシャッタ、１４は光学像を電気信号に変換する撮像素子、１６は撮像素子１４から
出力されるアナログ信号をディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００２０】
１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６およびＤ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信
号を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２およびシステム制御回路５
０によって制御される。
【００２１】
２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータあるいはメモリ制御回路２２
からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。画像処理回路２０は撮像
された画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づき、システム
制御回路５０が露光制御部４０および測距制御部４２を制御するためのＴＴＬ（スルー・
ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理およびＥＦ（
フラッシュプリ発光）処理を行っている。また、画像処理回路２０は、撮像された画像デ
ータを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（
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オートホワイトバランス）処理を行っている。
【００２２】
２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理回
路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０および圧縮・伸長回路３２
を制御する。
【００２３】
Ａ／Ｄ変換器１６からのデータは、画像処理回路２０およびメモリ制御回路２２を介して
、あるいは直接、メモリ制御回路２２を介して画像表示メモリ２４あるいはメモリ３０に
書き込まれる。
【００２４】
２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器である。２８はＴＦＴ方式のＬＣＤからなる
画像表示部である。画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換
器２６を介して画像表示部２８に表示される。画像表示部２８で撮像された画像データを
逐次表示する場合、電子ファインダ機能を実現することが可能である。また、画像表示部
２８はシステム制御回路５０の指示にしたがって表示のＯＮ／ＯＦＦを任意に行うことが
可能であり、表示をＯＦＦにした場合、画像処理装置１００の電力消費を大幅に低減する
ことができる。
【００２５】
３０は撮影された静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像
や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶容量を有している。したがって、複数枚の
静止画像を連続して撮影する連写撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書
き込みをメモリ３０に対して行うことが可能である。また、メモリ３０はシステム制御回
路５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００２６】
３２は適応離散コサイン（ＡＤＣＴ）などにより画像データを圧縮伸長する圧縮・伸長回
路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理あるいは伸長処理を行い、
処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。これらのデータは後述する記録媒体に、画
像データを取り込んだ際の情報、例えば撮影日時、連写、パノラマ撮影等の情報とともに
格納される。
【００２７】
４０は絞り機能を有するシャッタ１２を制御する露光制御部であり、フラッシュ部４８と
連携することによりフラッシュ調光機能を有する。４２は撮影レンズ１０のフォーカシン
グを制御する測距制御部である。４４は撮影レンズ１０のズーミングを制御するズーム制
御部である。４６はバリアである保護部１０２の動作を制御するバリア制御部である。４
８はフラッシュ部であり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能を有する。
【００２８】
露光制御部４０および測距制御部４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、前述したよ
うに、撮像された画像データを用いて画像処理回路２０により演算された演算結果に基づ
き、システム制御回路５０が露光制御部４０および測距制御部４２を制御する。
【００２９】
５０は画像処理装置１００全体を制御するシステム制御回路であり、周知のＣＰＵなどを
内蔵する。５２はシステム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラムなどを記憶す
るメモリである。５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画
像、音声などで動作状態やメッセージなどを表示する液晶表示装置、スピーカなどを有す
る表示部であり、画像処理装置１００の操作部近辺の視認し易い単数あるいは複数箇所に
設置される。表示部５４は、ＬＣＤ、ＬＥＤ、発音素子などの組合わせにより構成されて
いる。また、表示部５４の一部の機能は光学ファインダ１０４内に設けられている。
【００３０】
表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤなどに表示するものとしては、シングルショット／
連写撮影表示、セルフタイマ表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影
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可能枚数表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤
目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、エ
ラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２００、２１０の着脱状態表示、通信
Ｉ／Ｆ動作表示、日付・時刻表示などがある。
【００３１】
また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダ１０４内に表示するものとしては、
合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、
露出補正表示などがある。
【００３２】
５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、不揮発性メモリとしてＥＥＰＲ
ＯＭなどが用いられる。６０、６２、６４、６６、６８および７０はシステム制御回路５
０の各種動作指示を入力するための操作部であり、スイッチ、ダイヤル、タッチパネル、
視線検知によるポインティング、音声認識装置などの単数あるいは複数の組み合わせで構
成される。これら操作部の詳細を以下に示す。
【００３３】
６０はモードダイアルスイッチであり、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラ
マ撮影モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モードなどの各機能
モードを切り替えて設定可能である。
【００３４】
６２はシャッタースイッチ（ＳＷ１）であり、シャッターボタン１２８（図２参照）の操
作途中でＯＮとなり、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（
オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理などの動作開始を指示
する。
【００３５】
６４はシャッタースイッチ（ＳＷ２）であり、シャッターボタン（図示せず）の操作完了
でＯＮとなる。このシャッタースイッチ（ＳＷ２）６４は、撮像素子１２から読み出した
信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモリ３０に画像データを書き込
む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた現像処理、メモリ
３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を行い、記録媒体２００、２
０１に画像データを書き込む記録処理という一連の処理の動作開始を指示する。
【００３６】
６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定する
。この画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ６６の機能により、光学ファインダ１０４を用いて
撮影を行う際、ＴＦＴ方式のＬＣＤからなる画像表示部２８への電流供給を遮断し、省電
力化を図ることができる。
【００３７】
６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、撮影直後に撮影した画像データを
自動再生するクイックレビュー機能を設定する。７０は各種ボタンやタッチパネルなどか
らなる操作部であり、メニューボタン、セットボタン、マクロボタン、マルチ画面再生改
ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／セルフタイマ切替ボタン、メニュー
移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マイナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス
）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付
／時間設定ボタンなどを有する。尚、本実施形態では、画像処理装置１００は、これらの
スイッチや操作部による入力の検出を行い、システム制御回路５０によって一定期間入力
が行われていないことを判断する機能を有する。
【００３８】
８０は電源制御部であり、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切
り替えるスイッチ回路などから構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残
量の検出を行い、その検出結果およびシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣ
コンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部に供給する。
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【００３９】
８２および８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池などの一次電池、ＮｉＣ
ｄ電池、ＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池などの二次電池、ＡＣアダプタなどからなる電源部であ
る。
【００４０】
９０および９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインターフェース、９
２および９６はメモリカードやハードディスクなどの記録媒体との接続を行うコネクタ、
９８はコネクタ９２、９６に記録媒体２００、２１０が装着されているか否かを検知する
記録媒体着脱検知部である。
【００４１】
尚、本実施形態では、記録媒体を取り付けるインターフェースおよびコネクタが２系統装
備されているが、記録媒体を取り付けるインターフェースおよびコネクタは単数あるいは
任意の数の系統数に装備された構成であってもよい。また、異なる規格のインターフェー
スおよびコネクタとして、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ）カードな
どの規格に準拠したものを用いてもよい。
【００４２】
さらに、インターフェース９０、９４、コネクタ９２、９６をＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ
（コンパクトフラッシュ）カードなどの規格に準拠したものを用いて構成した場合、ＬＡ
Ｎカード、モデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、
ＳＣＳＩカード、ＰＨＳなどの通信カードなどの各種通信カードを接続することより、他
のコンピュータやプリンタなどの周辺機器との間で画像データや画像データに付属した管
理情報を相互に転送することが可能である。
【００４３】
１０２は画像処理装置１００の撮影レンズ１０を含む撮像部を覆うことにより、撮像部の
汚れや破損を防止するバリア（保護部）である。１０４は光学ファインダであり、画像表
示部２８による電子ファインダ機能を使用することなく、光学ファインダだけを用いて撮
影を行うことが可能である。また、光学ファインダ１０４内には、表示部５４の一部の機
能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタスピード表示、
絞り値表示、露出補正表示などが設けられている。
【００４４】
１１０は通信部であり、ＲＳ２３２Ｃ、ＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳ
Ｉ、モデム、ＬＡＮ、無線通信などの各種通信機能を有する。１１２は通信部１１０によ
り画像処理装置１００を他の機器と接続するコネクタ、もしくは無線通信を行う場合のア
ンテナである。
【００４５】
２００はメモリカードやハードディスクなどの記録媒体である。記録媒体２００は、半導
体メモリや磁気ディスクなどから構成される記録部２０２、画像処理装置１００とのイン
ターフェース２０４、および画像処理装置１００との接続を行うコネクタ２０６を有して
いる。２１０は、記録媒体２００と同様、メモリカードやハードディスク等の記録媒体で
ある。記録媒体２１０は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、
画像処理装置１００とのインターフェース２１４、および画像処理装置１００との接続を
行うコネクタ２１６を有している。
【００４６】
図２は電子カメラの外観を示す図である。図において、６０は前述したモードダイアルス
イッチであり、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、シングル
再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モードなどの各機能モードを切り替
えて設定することが可能である。
【００４７】
１２８はシャッタボタンである。カメラの撮影画像が表示される画像表示部２８には通常
、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）が使用される。自動再生のための編集、設定などの画面に
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もＬＣＤからなる画像表示部２８が使用される。
【００４８】
操作部７０の操作ボタンには、ＭＥＮＵボタン１２２、ＳＥＴボタン１２１、＋ボタン１
２４、－ボタン１２５、ＪＵＭＰボタン１２３などがある。これらの操作ボタンはつぎの
ように用いられる。
【００４９】
ＭＥＮＵボタン１２２は画像記録と共用のものであり、メニュー起動、画像操作を含むメ
ニュー階層下でＭＥＮＵボタン１２２を押下すると、上の階層に戻る。ＳＥＴボタン１２
１は画像記録と共用のものであり、メニュー選択項目決定、画像操作の実行（ガイダンス
付き）に用いられる。ＪＵＭＰボタン１２３はマルチ格子表示での改ページに用いられる
。＋ボタン１２４は最新の画像に向かう画像移動、メニューの項目移動、スライドショー
のポーズ・再開に用いられる。－ボタン１２５は最古の撮影画像に向かう画像移動、メニ
ューの項目移動、スライドショーのポーズ・再開に用いられる。＋ボタン１２４を送りボ
タン、－ボタン１２５を戻しボタンと称してもよく、これらのボタンは自動再生モードで
のスライドショーのポーズ・再開用ボタンとしても用いられる。
つぎに、通常再生状態での操作について示す。
【００５０】
［シングル画像再生］
図２に示すモードダイアルスイッチ６０のダイアルセット位置がＳｉｎｇｌｅである場合
、シングル画面が起動し、Ｍｕｌｔｉである場合、マルチ画面が起動し、その起動後、最
新の画像（一番大きいファイル番号を持つ画像）が表示される。
【００５１】
シングル画像再生では、画像を画像表示部（ＬＣＤ）２８の画面一杯に表示する。自分が
撮影するサイズ以外の場合、フル画面の表示にはならず、余白（黒）が生じる。起動時、
最新の画像を表示し、その後、＋／－ボタン１２４、１２５で表示画面を前後に移動する
。最後（最新）の画像で＋ボタン１２４を押した場合、先頭（最古）の画像を表示する。
先頭の画像で－ボタン１２５を押した場合、最後の画像を表示する。
【００５２】
ＪＵＭＰボタン１２３を押すと、ジャンプバー（図示しない）を表示する。その状態で＋
／－ボタン１２４、１２５を押すと、１０枚先（前）の頁に移動する。再び、ＪＵＭＰボ
タン１２３を押すと、通常の表示に戻る。また、ジャンプバーが表示された状態でＳＥＴ
ボタン１２１を押したまま、＋ボタン１２４を押すと、最新の画像、－ボタン１２４を押
すと、最古の画像を表示する。
【００５３】
［マルチ画像再生］
図３は画像表示部２８に表示されたサムネール画像を示す図である。マルチ画像再生では
、図３に示すように、サムネール画像（インデックス用の小さい画像）１３１を３×３の
格子状に画像表示部（ＬＣＤ）２８の画面一杯に表示する。自分が撮影するサイズ以外の
場合、フル画面の表示にはならず、余白（黒）が生じる。また、サムネール画像が表示不
可能である場合、その理由を示すアイコン（図示しない）を表示する。
【００５４】
起動後、最新の画像を右下に配置して表示する。但し、サムネール画像が９枚以下である
場合、左上から順番にサムネール画像を表示し、改ページをしない。通常、１つの画像が
カーソル１３２で選択され、＋／－ボタンを押下することでカーソル１３２が移動し、選
択画像を変更する。ここで、選択画像とは、メニューから入る画像操作（Ｅｒａｓｅ，Ｐ
ｒｏｔｅｃｔ）の最初の対象となる画像であり、選択後にシングル再生の対象となる画像
である。また、画面下方に現在どこを見ているかを示すポジションバー１３３を表示する
。
【００５５】
ＪＵＭＰボタン１２３を押すと、ポジションバー１３３の代わりにジャンプバー（図示し
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ない）を表示する。その状態で＋／－ボタンを押すと、次（前）の頁に移動する。再び、
ＪＵＭＰボタン１２３を押すと、カーソルが１枚の選択の表示に戻る。その際、選択され
ている画像は直前のオペレーションが＋ボタン１２４である場合、改ページ後の先頭画像
、－ボタン１２５である場合、改ページ後の最終画像、＋／－ボタンが押されていない場
合、元々選択されていた画像になる。
【００５６】
また、ジャンプバーが表示された状態でＳＥＴボタン１２１を押したまま＋ボタン１２４
を押すと、最新の画像を含む画面、－ボタン１２５を押すと、最古の画像を含む画面を表
示する。また、モードダイアルスイッチ６０のＭＵＬＴＩとＳＩＮＧＬＥのポジションの
切り替えによって、マルチ再生とシングル再生の切り替えが可能である。
【００５７】
シングル表示、マルチ表示中にＭＥＮＵボタン１２２を押すと、ＰＬＡＹ（プレイ）メニ
ュー１４１が表示される。図４はプレイ（再生）メニューの表示画面を示す図である。図
において、１４２は現在表示されている再生メニューのタイトルである。１４４は「情報
を表示」、「スライドショー」、「プロテクト」、「消去」、「設定」と表示されている
メニューで選択可能な項目である。太枠１４３は現在選択されている項目を示す。
【００５８】
また、１４６は直前の画像再生状態で表示されていた画像、もしくは選択されていた画像
である。１４７は画像の属性を表現するためのアイコン、１４８は画像に付けられている
番号である。
【００５９】
＋／－ボタンで項目を移動し、希望の項目にカーソルを合わせて、ＳＥＴボタン１２１を
押すことにより、それぞれの項目で定義された画像操作、カメラの設定が可能である。但
し、画像が存在しない場合、「設定」の項目だけが選択可能であり、他の項目は灰色表示
（図示せず）となり、選択が不可能であることを表す。
【００６０】
つづいて、実際にスライドショーを実行するための設定および手順について示す。「スラ
イドショー」の項目を＋／－ボタン１２４、１２５を用いて選択し、ＳＥＴボタン１２１
を押すことにより、スライドショーメニューが表示される。図９はスライドショーメニュ
ーの表示画面を示す図である。
【００６１】
スライドショーメニューの操作方法は、前述したプレイメニュー１４１の操作方法と同じ
である。図９に示すスライドメニュー１８１で選択可能な項目１８４には、タイトル１８
２の下方に表示される「開始」、「画像のマーク」、「マークのクリア」、「再生間隔」
、「リピート」の５項目がある。以下にそれぞれの項目が選択され、ＳＥＴボタン１２１
が押された際の動作を示す。
【００６２】
「開始」：項目の右に「全画像」、「ショー１」、「ショー２」、「ショー３」のサブ項
目が表示される。ここで、ショー１、ショー２、ショー３とは、後述する画像のマークに
よって、作成されるスライドショーで再生すべき、画像群の指定であり、指定がされてい
ないものはグレーで表示されており、選択することができない。＋／－ボタン１２４、１
２５を用いてサブ項目を選択し、ＳＥＴボタン１２１を押すと、スライドショーが開始さ
れる。開始されるスライドショーは後述する設定項目の内容にしたがったものである。
【００６３】
「画像のマーク」：この項目では、再生可能なすべての静止画からスライドショー再生の
対象となる画像を選択するための画面に移行する。この項目を選択し、ＳＥＴボタン１２
１を押すと、「ショー１」、「ショー２」、「ショー３」のサブ項目が表示される。例え
ば、ショー１を選択し、ＳＥＴボタン１２１を押すと、「開始」の中の項目「ショー１」
が選択された場合に再生する画像を選択するためのマーク画面になる。図１０は画像のマ
ーク画面を示す図である。
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【００６４】
図において、１９１、１９２は画面のタイトルであり、現在、スライドショーで再生する
ショー２の画像を選択する画面であることを示している。ここでは、再生可能な静止画が
領域１９４の中に３×２のマルチ画面で表示され、このマルチ表示と同じ操作で画像を送
って表示することが可能である。
【００６５】
現在、選択対象となっている画像は、通常のマルチ画面と同じく、枠２０１で囲むことで
表示されている。この枠２０１をカーソルと呼ぶ。また、１９９は現在、選択対象となっ
ている画像に付けられた番号、１９６はその画像の種類を示す表示であり、この例では画
像がＲＡＷデータであることを示している。１９８はその画像の属性を示すアイコンであ
る。この例では、消去防止のためのプロテクトが施され、連写で撮影された画像であり、
音声情報が付加されているということを示している。この他、パノラマ撮影が行われたこ
とを示すアイコン等が表示可能である。
【００６６】
２００はその画像が既にスライドショーで再生する対象として指定されていることを示す
アイコン（チェックマーク）である。１９７はこの画面が表示されている状態で利用者が
ＳＥＴボタン１２１を押したときに実行される動作を表示して利用者の理解を促すための
ガイダンスである。利用者はこの画面を用いて再生対象としてのマークすべき画像を選択
し、カーソルが目的の画像にある状態でＳＥＴボタン１２１を押すことにより、その画像
にスライドショーの再生対象としてのマークが表示される。
【００６７】
そして、チェックマーク２００が表示された時点でその画像はスライドショーの再生対象
となり、画面右下のガイダンス１９７の表示は「ＳＥＴ取り消し」となり、この状態で再
びＳＥＴボタン１２１０を押すと、選択状態が解除されることを示している。この画面の
操作によりマークされた画像の情報は、例えばＣＦ（コンパクトフラッシュ）等の記憶媒
体に情報として残される。
【００６８】
「マークのクリア」：画像マーク機能で行われた選択を解除する。この項目を選択してＳ
ＥＴボタン１２１を押すと、「ショー１」、「ショー２」、「ショー３」のサブ項目が表
示される。但し、マーク機能においてマークされた画像がない場合、対応する項目はグレ
ー表示され、選択することができない。例えば、ショー１を選択してＳＥＴボタン１２１
を押すと、ショー１でなされている画像の選択をすべて解除するか否かを確認するダイア
ログ（図示せず）を表示した後、解除してよいと利用者によって指定された場合、「ショ
ー１」で指定された選択をすべて解除する。
【００６９】
「再生間隔」：スライドショーの再生のための間隔を指定するための項目である。この項
目を選択してＳＥＴボタン１２１を押すと、項目の右に「２秒」、「５秒」、「１０秒」
、「＋・－マニュアル」のサブ項目が表示される。秒が指定された場合、スライドショー
は指定された時間が過ぎた場合に自動的に次の画像を表示する。これが、いわゆる自動再
生状態である。「＋・－マニュアル」の項目が指定された場合、スライドショーの開始後
、先頭の画像を表示し、その後、＋ボタン１２４または－ボタン１２５が押された場合、
次の画像または後の画像を表示する。
【００７０】
「リピート」：スライドショーの再生で最後の画像を表示した後、再び先頭画像を表示す
る、いわゆるリピート機能を有効にするか否かを指定するための項目である。この項目を
選択してＳＥＴボタン１２１を押すと、項目の右に「入」、「切」のサブ項目が表示され
る。ここで、「入」が選択されると、リピート機能が有効になる。
【００７１】
図５および図６は通常再生および自動再生を指定するための操作、および自動再生中に一
定期間、利用者が操作を行わなかった場合、電源をオフにする再生処理手順を示すフロー
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チャートである。この処理プログラムはメモリ５２に格納されており、システム制御回路
５０内のＣＰＵによって実行される。モードダイアルスイッチ６０がシングルもしくはマ
ルチに変更された場合、図５および図６の処理を開始する。
【００７２】
まず、現在のモードダイアルスイッチ６０の状態によって現在の再生動作状態を指定する
ための内部変数ＳＴにＳｉｎｇｌｅもしくはＭｕｌｔｉをセットする（ステップＳ１～Ｓ
３）。現在自動再生中であるか手動再生中であるかを判断するための内部変数ＦＬＡＧに
現在手動再生中であることを示すＦＡＬＳＥをセットする（ステップＳ４）。
【００７３】
利用者による入力イベントを検知したか否かを判別し（ステップＳ５）、利用者による入
力イベントを検知した場合、変数ＴＯに現在の時刻を示す値と一定値ＴＯＶＡＬを加算し
た値をセットする（ステップＳ６）。この一定値ＴＯＶＡＬは何も操作されていない状態
で電源をオフにするまでの時間であり、任意の値に設定可能である。
【００７４】
また、検知したイベントはイベントの種類を表す変数ＥＶ（図示せず）に値としてセット
され、後述するステップＳ１２～Ｓ１６の処理に伝えられる。ここで検知するイベントの
種類としては、ボタンが押されたことを示すＭＥＮＵ、ＪＵＭＰ、＋、－、ＳＥＴの他、
ダイアル変更が発生したことを示すＤＩＡＬ等が挙げられる。
【００７５】
ステップＳ６で変数ＴＯに現在の時刻を示す値と一定値ＴＯＶＡＬを加算した値をセット
した後、あるいはステップＳ５で入力イベントが検知されなかった場合、現在の状態を指
定する変数ＳＴに応じたステップＳ７～Ｓ１６の処理を行う。ステップＳ１２～Ｓ１６の
処理の間に発生したイベント、つまり、利用者の処理の種類に応じて、現在の機器の再生
動作状態を示す変数ＳＴの変更および自動再生中であるか否かを示す変数ＦＬＡＧの変更
が行われる。
【００７６】
その後、現在のモードダイアルスイッチ６０の位置がシングルかマルチになっているか否
かを判別し（ステップＳ１７）、シングルでもマルチでもない場合、処理を終了する。一
方、現在のモードダイアルスイッチ６０の位置がシングルかマルチになっている場合、ス
テップ１２～ステップＳ１６の処理実行前と比べて状態を示す変数ＳＴが変化しているか
否かを判別し（ステップＳ１８）、変化していた場合、状態が変化したことを示すイベン
トを発行する（ステップＳ１９）。このイベントの名前をこれ以降、ＮＥＷと称する。
【００７７】
そして、自動再生中であるか否かを示す変数ＦＬＡＧを調べ（ステップＳ２０）、自動再
生中と判断される場合、つまり変数ＦＬＡＧがＴＲＵＥになっている場合、次のステップ
Ｓ２１の処理を行わないで、再びステップＳ５の処理に戻る。
【００７８】
一方、変数ＦＬＡＧがＦＡＬＳＥである場合、現在の時刻と前回のイベントが発生した際
にセットした値とを比較し（ステップＳ２１）、現在時刻がその値を越えていない場合、
再び、ステップＳ５の処理に戻る。また一方、現在時刻がセットされた値を越えていた場
合、ステップＳ５の処理に戻らないで処理を終了する。
【００７９】
このように、メインの再生処理を終了すべき事象が発生しない限り、ステップＳ５～ステ
ップＳ２１までの処理を繰り返す。この処理を終了した後、システム制御回路５０内のＣ
ＰＵによって電源オフのための処理が実行され、画像表示部２８の電源が遮断される。こ
の処理による画像表示部２８の電源の遮断は、画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ６６をオフ
にすることによって行われる電源の遮断と同じである。
【００８０】
図７はステップＳ１２におけるシングル（Ｓｉｎｇｌｅ）処理手順を示すフローチャート
である。図５のステップＳ７の処理で変数ＳＴがＳｉｎｇｌｅであった場合に実行される
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。この処理では、与えられたイベント、つまり利用者が操作した内容の種類に応じた処理
を行う。まず、イベント（ＥＶ）の種類を判別し（ステップＳ３１～Ｓ３５）、判別され
たイベントの種類に応じてステップＳ３６～ステップＳ４１の処理を行う。
【００８１】
ステップＳ３６は変数ＳＴが他の状態からＳＩＮＧＬＥに移行した場合に発生する処理で
あり、その際に必要な画面を作成して表示するための処理である。ステップＳ３７では、
メニューボタンが押されたために変数ＳＴをＭＥＮＵに変更する。ここで変更された変数
ＳＴを図６のステップＳ１１で参照し、ステップＳ１６のメニュー（Ｍｅｎｕ）処理を実
行することにより、シングル表示状態からメニュー表示状態への遷移が実現される。
【００８２】
図８は変数ＳＴがＭｅｎｕである場合にステップＳ１６で実行されるメニュー（Ｍｅｎｕ
）処理手順を示すフローチャートである。Ｓｉｎｇｌｅ処理と同様、イベント（ＥＶ）の
種類を判別し（ステップＳ５１～Ｓ５５）、判別されたイベントの種類に応じて初期画面
作成、メニュー終了、メニュー項目実行、項目送りなどの処理が実行される（ステップＳ
５６～ステップＳ６１）。
【００８３】
図９のスライドショーメニュー１８１では、画像の開始（スタート）が選択されてＳＥＴ
ボタン１２１が押された場合、このメニュー処理によって状態を表す変数ＳＴにＳＬＩＤ
Ｅがセットされ、図６のメインの再生処理のステップＳ１４のスライド（Ｓｌｉｄｅ）処
理でスライドショーの処理が行われるようになる。
【００８４】
図１１および図１２はステップＳ１４のスライド処理において実行されるスライドショー
処理手順を示すフローチャートである。発生したイベント（ＥＶ）の種類に応じて処理を
振り分ける（ステップＳ７１～Ｓ７５）。発生したイベント（ＥＶ）がＮＥＷである場合
、初期画面を作成する（ステップＳ７６）。ここで、初期画面とは、全画像再生が指定さ
れていた場合には一番古い画像、ショー１等の画像が指定されている場合には一番最初に
指定されていた画像を表示した画面である。
【００８５】
そして、自動再生であった場合、つまりスライドショーのメニュー画面で２秒、５秒、１
０秒が選択された場合、次の画像を再生すべき時間をセットする（ステップＳ７７）。自
動再生であるか手動再生であるかを判別し（ステップＳ７８）、自動再生である場合、自
動再生中であることを示す変数ＦＬＡＧにＴＲＵＥをセットし（ステップＳ７８）、処理
を終了する。一方、手動再生である場合、そのまま終了する。
【００８６】
また、発生したイベント（ＥＶ）がＭＥＮＵである場合、変数ＦＬＡＧをＦＡＬＳＥにセ
ットし（ステップＳ８０）、必要な終了処理を行う（ステップＳ８１）。その後、変数Ｓ
ＴをＭＥＮＵにセットする（ステップＳ８２）。この処理によりスライドショーの終了後
に状態がＭＥＮＵに変更され、メインの再生処理によってイベントＮＥＷが発行した後、
ＭＥＮＵ処理が実行され、メニューが描画される。
【００８７】
さらに、発生したイベント（ＥＶ）がＮＯＮＥ、つまり利用者が何も操作していない場合
、自動再生であるか否かを判別し（ステップＳ８３）、自動再生でない場合、何も処理を
行わず、処理を終了する。一方、ステップＳ８３で自動再生であった場合、次の画像を再
生する時間に達しているか否かを判別し（ステップＳ８４）、達していない場合、何も処
理を行わず、処理を終了する。
【００８８】
一方、次の画像を再生する時間に達している場合、現在、自動再生が中断されているか否
かを判別し（ステップＳ８５）、自動再生が中断されている場合、何も処理を行わず、処
理を終了する。一方、自動再生が中断されていない場合、再生対象画像の再生を完了して
リピート設定もされていないか否かを判別する（ステップＳ８６）。再生対象画像の再生



(11) JP 4124885 B2 2008.7.23

10

20

30

40

50

を完了してリピート設定もされていない場合、スライドショーの終了処理（ステップＳ８
１）側に分岐する。一方、再生対象画像の再生を完了していない場合、あるいはリピート
設定がされている場合、次に表示する画面を作成し（ステップＳ８７）、処理を終了する
。
【００８９】
また、発生したイベント（ＥＶ）が＋／－である場合、自動再生中であるか否かを判別し
（ステップＳ７４）、自動再生中である場合、自動再生を中断（ポーズ）するためのフラ
グ変数ＰＡＵＳＥにＰＡＵＳＥを論理否定した値を代入し、処理を終了する。
【００９０】
一方、自動再生中でない場合、つまり＋／－マニュアル再生が指定されていた場合、ステ
ップＳ８６と同様の終了チェックを行う（ステップＳ９０）。終了と判断された場合、ス
テップＳ８６と同様、スライドショーの終了処理（ステップＳ８１）側に分岐する。一方
、そうでない場合、次に表示する画面を作成し（ステップＳ９１）、処理を終了する。
【００９１】
さらに、発生したイベント（ＥＶ）がＤＩＡＬである場合。現在のダイアル状態を判別す
る（ステップＳ９２）。現在のダイアルモードスイッチ６０がＳｉｎｇｌｅあるいはＭｕ
ｌｔｉに変更された場合、変数ＦＬＡＧにＦＡＬＳＥをセットし（ステップＳ９３）、セ
ット後に終了処理を行う（ステップＳ９４）。そして、ダイアルモードに応じた再生状態
を変数ＳＴにセットする（ステップＳ９５）。一方、ステップＳ９２でＳｉｎｇｌｅある
いはＭｕｌｔｉでなかった場合、何もせずに処理を終了するが、この場合、前述したよう
に、メインの再生処理のステップＳ１７でダイアルモードスイッチ６０の位置をチェック
し、本再生処理を終了する。
【００９２】
尚、上記実施形態では、プレイメニュー１４１、スライドショーメニュー１８１を経てス
ライドショーの設定によって自動再生状態が実現されたが、これに限らず、例えば、シン
グル、マルチ再生中に＋／－ボタンを同時に押すことにより、あるいは自動再生開始用の
ボタンを設けることなどにより、自動再生状態を実現するようにしても構わない。
【００９３】
また、撮影状態から再生状態への切り替えをダイアルモードスイッチ６０の操作によって
行ったが、ボタン操作に置き換えても実施可能であり、このように状態の変化のトリガは
特に限定されない。
【００９４】
さらに、上記実施形態では、一定時間、何も操作しないで静止画を自動再生している状態
の時に電源が切れることを防止していたが、静止画の自動再生中以外に、例えば手動再生
動作で画像の編集作業中に何も操作せず、じっと考えている状態の時などにも電源が切れ
ないようにしてもよい。これにより、編集作業中に電源がオフになって表示されなくなる
不具合を防止できる。
【００９５】
また、再生処理を終了して電源をオフにする場合、上記実施形態のように画像表示部（Ｌ
ＣＤ）２８の電源だけを遮断する代わりに、電源制御部８０により装置全体の電源８６を
遮断するようにしてもよい。
【００９６】
さらに、上記実施形態では、デジタルカメラ（電子カメラ）に適用した場合を示したが、
複数の機器、例えば、ホストコンピュータ、インターフェース機器、リーダ、プリンタな
どから構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置、例えば、ＰＤＡ（個
人情報管理）機器のような小型の画像処理機器に適用してもよい。
【００９７】
また、本発明はシステムあるいは装置にプログラムを供給することによって達成される場
合にも適用できることはいうまでもない。この場合、本発明を達成するためのソフトウェ
アによって表されるプログラムを格納した記憶媒体をシステムあるいは装置に読み出すこ
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とによってそのシステムあるいは装置が本発明の効果を享受することが可能となる。
【００９８】
図１３は記憶媒体としてのメモリ５２のメモリマップを示す説明図である。メモリ５２に
は、図５および図６の再生処理プログラムモジュール、図７のシングル（Ｓｉｎｇｌｅ）
処理プログラムモジュール、図８のメニュー（Ｍｅｎｕ）処理プログラムモジュール、図
１１および図１２のスライドショー処理プログラムモジュールなどが格納されている。
【００９９】
プログラムモジュールを供給する記憶媒体としては、ＲＯＭなどのメモリの他、例えばフ
ロッピーディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ
－Ｒ、ＤＶＤ、磁気テープ、不揮発性のメモリカードなどを用いることができる。
【０１００】
また、システム制御部内のＣＰＵ（コンピュータ）が読み出したプログラムコードを実行
することにより、前述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコー
ドの指示に基づいて、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）
などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能
が実現される場合も含まれる。
【０１０１】
【発明の効果】
　本発明の画像再生装置によれば、スライドショー再生する際、利用者が一定時間、操作
せずに自動再生された画像を見ている状態の時などに電源が切れてしまう不具合を解消す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態における電子カメラの構成を示すブロック図である。
【図２】電子カメラの外観を示す図である。
【図３】画像表示部２８に表示されたサムネール画像を示す図である。
【図４】プレイ（再生）メニューの表示画面を示す図である。
【図５】通常再生および自動再生を指定するための操作、および自動再生中に一定期間、
利用者が操作を行わなかった場合、電源をオフにする再生処理手順を示すフローチャート
である。
【図６】図５につづく、通常再生および自動再生を指定するための操作、および自動再生
中に一定期間、利用者が操作を行わなかった場合、電源をオフにする再生処理手順を示す
フローチャートである。
【図７】ステップＳ１２におけるシングル（Ｓｉｎｇｌｅ）処理手順を示すフローチャー
トである。
【図８】変数ＳＴがＭｅｎｕである場合にステップＳ１６で実行されるメニュー（Ｍｅｎ
ｕ）処理手順を示すフローチャートである。
【図９】スライドショーメニューの表示画面を示す図である。
【図１０】画像のマーク画面を示す図である。
【図１１】ステップＳ１４のスライド処理において実行されるスライドショー処理手順を
示すフローチャートである。
【図１２】図１１につづく、ステップＳ１４のスライド処理において実行されるスライド
ショー処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】記憶媒体としてのメモリ５２のメモリマップを示す説明図である。
【符号の説明】
２８　画像表示部
５０　システム制御回路
５２　メモリ
６０　モードダイアルスイッチ
８０　電源制御部
８６　電源
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